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例として、２次元系では、HgTe/CdTe などにおける量子スピン Hall 相、Sr2RuO4 や He3B 相薄膜に
おけるトポロジカル超伝導、超流動が挙げられ、HgTe/CdTe では実際に量子化された伝導度が観測さ
れている。 
３次元では、Bi2Se3 などにおける Z2 トポロジカル絶縁相、Cu をドープした Bi2Se3 におけるトポロ
ジカル超伝導体、などがある。 
































                                                                           
 
論文審査の結果の要旨 
 
電場や磁場などの外場を物質に加えると，通常は試料形状や不純物の存在などに依存した応答が現れ，そ
の応答係数に素電荷やプランク定数といった普遍定数が正確に現れることはない。しかし、線形なギャップ
レス分散を試料端に有するトポロジカル相と呼ばれる状態を形成する物質においては，外場に対する応答係
数に形状や不純物に依らない「トポロジカル不変量」という整数値と電荷素量、プランク定数等によって与
えられる定数が正確に現れる。このような物質の形状や不純物の存在に依らない応答現象を解明することは，
物理現象の背後に存在する普遍的性質を理解する上で大きな意義を持つ。  
  
 伊藤透提出の博士論文は，トポロジカル絶縁体と呼ばれるトポロジカル相をもつ物質の帯磁率及び熱交差
相関応答係数を解析的，数値的に研究したものである。特に，量子ホール系における交差相関応答を記述す
る式を時間反転対称な場合に拡張することで，トポロジカル絶縁体における特異な帯磁率の解析的表式を得
るとともに，数値的計算を行うことでその帯磁率が素電荷量によって正確に決められていることをバルクの
状態を含む微視的モデルを用いて明らかにした。さらに，トポロジカル超伝導体において熱量子ホール効果
を起源とする熱交差相関応答を解析し，数値的な計算を行うことで，トポロジカル超伝導体において熱勾配
によって誘起される角運動量の応答係数が正確に量子化することを証明した。 
  
 これらの研究は自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。した
がって，伊藤透提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
